
主催：歯科保健医療国際協力協議会

MDGs から SDGs へグローバルイニシアチブが移行するなか、改めてプライマリ
へルスの重要性が叫ばれる。本講演では、WHO世界保健機関の戦略を考察し
ながら、グローバルヘルスにおけるオーラルヘルスが果たす役割について考える。

講師： 小川祐司 先生 新潟大学大学院医歯学総合研究科 教授
WHO世界保健機関協力センタ－長 (新潟大学)
日本大学松戸歯学部18期生

日時：2019年11月９日 (土) 17:00～19:00 (受付開始16:30)

会場：ワイム貸会議室 お茶の水 JR 「御茶ノ水」駅 御茶ノ水橋口 徒歩２分

会費：会員1,000円 非会員2,000円 学生無料

おがわ ひろし

プレ講演 『歯科医学教育における国際保健の重要性 ～書を捨てよ、世界へ出よう！～』

有川 量崇 JAICOH副会長 日本大学松戸歯学部衛生学講座教授 ２１期生

問合せ： 竹内麗理 (takeuchi.reiri@nihon-u.ac.jp 047-360-9328) JAICOH理事 日本大学松戸歯学部

ありかわ かずむね
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